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研 究 業 績 リ ス ト 

(2017/04/10 現在) 

 長曽我部まどか 

1. 論文（査読付） 

[学術誌] 

1) Chosokabe, M., Sakamoto, M. and Nakayama, M., “Dialogue Analysis Using a Text Mining 

Approach: Case Study of Hirono Town”, Journal of Asian Development, Vol. 3, No. 1, pp. 

51-64, April 2017, DOI: https://doi.org/10.5296/jad.v3i1.10583 

2) 長曽我部まどか，中山貴喜，神谷大介，榊原弘之，山中亮，宮国敏秋，峰翔太，辻本真希：

過疎・高齢集落における防災ワークショップの実践とその効果に関する分析，土木学会論

文集 F6，Vol. 73, No. 1, p. 1-13, 2017.02 

3) 長曽我部まどか，小川宏樹：郊外共同住宅居住者の住宅ニーズとまちなかへの転居の住環

境条件に関する研究，都市計画論文集，vol.51, No.3, pp. 972-978, 2016.11.  

4) Chosokabe, M., Umeda, H. and Sakakibara, H., “The Contribution of Social Context to 

Participatory Planning Processes within a Japanese Community”, Group Decision and 

Negotiation, Vol. 25, Issue. 5, pp 923–940, Sep. 2016.   DOI: 

https://doi.org/10.1007/s10726-015-9466-2 

5) 長曽我部まどか，武吉弘樹，榊原弘之：コミュニティ・ガバナンスにおける社会的文脈の

遷移過程に関する研究－自転車交通問題を例として－，土木学会論文集 D3，Vol. 71, No. 5, 

pp. 69-80, 2015.12 

6) 長曽我部まどか，小川宏樹：まちなか居住エリアにおける DIY 型賃貸借の普及に向けた課

題，都市計画論文集，vol.50, No.3, pp. 458-463, 2015.11. 

7) 長曽我部まどか，榊原弘之：ワークショップにおける相互補完的対話の分析，都市計画論

文集，vol.50, No.1, pp. 28-36, 2015.04 

 

[国際会議 Proceedings] 

1) Ogawa, H. and Chosokabe, M., “Location and Structure of Suburban Core for the 

Polycentric Urban Form- Case Study on Wakayama City, Japan -”, The International 

Symposium on City Planning 2015, Full paper, CD-ROM, in printing, 2015 

2) Chosokabe, M., Tsuguchi, Y., Sakakibara, H., Nakayama, T., Mine, S., Kamiya, D., 

Yamanaka, R. and Miyaguni, T., “Effects of small group discussion: Case Study of 

Community Disaster Risk Management in Japan”, B. Kamiński, G.E. Kersten, T. Szapiro 

(Eds.), GDN 2015, LNBIP 218, pp. 3-11, 2015.03 

3) Chosokabe, M., Matsuno, T. and Sakakibara, H., “Analysis on Effects of Facilitation on 
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Participants' Wording in Participatory Planning Process”, Proceedings of the 2014 IEEE 

International Conference on Systems, Man and Cybernetics, pp.1598-1603, US, Oct 2014 

4) Chosokabe, M., Takeyoshi, H. and Sakakibara, H., “Study on Temporal Change of Social 

Context: In the case of Bicycle Riding Issue in Japan”, Proceedings of the 2014 Group 

Decision and Negotiation, pp.315-322, France, Jun 2014 

5) Chosokabe, M., Matsuno, T. and Sakakibara, H., “Participatory Planning for an 

Environmentally Sustainable City”, Proceedings of the 2014 Group Decision and 

Negotiation, pp.118-123, France, Jun 2014 

6) Chosokabe, M., Umeda, H. and Sakakibara, H., “Comparative Study of Workshop 

Discussions From the Viewpoint of Social Context”, Proceedings of the 2013 IEEE 

International Conference on Systems, Man and Cybernetics, pp.1771-1776, UK, Oct 2013 

7) Chosokabe, M., Umeda, H. and Sakakibara, H., “Evaluation for Workshop Discussion from 

the Viewpoint of Social Acceptability”, Proceedings of the 2013 Group Decision and 

Negotiation, pp.298-310, Sweden, Jun 2013 

8) Chosokabe, M., Sakakibara, H., Miyaji, T. and Nishimura, T., “Analysis of public discussion 

in participatory planning process”, Proceedings of the 2012 IEEE International Conference 

on Systems, Man and Cybernetics, pp.2441-2445, Oct 2012 

 

2. 著書 

1) Chosokabe, M., Takeyoshi, H. and Sakakibara, H., “Study on Temporal Change of Social 

Context: In the case of Bicycle Riding Issue in Japan”, Linden, I. et al. (Editors), 

“Information and Knowledge Management in Decision Process”, EWG-DSS IV Edition of 

the Springer LNBIP Book, pp.64-74, 2015. 

 

3. その他 

[学会講演集] 

1) 長曽我部まどか，猪瀨紋花，杉本紗季，小川宏樹：郊外居住者の住宅ニーズに基づく中心

市街地の評価に関する研究，土木計画学研究・講演集，Vol.54, P41(CD-R), 2016.06 

2) 長曽我部まどか，杉本紗季，小川宏樹：共同住宅の空き家率の推計に関する研究－和歌山

市を事例として－，第 68 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集，IV-20 (CD-R), 

2016.05 

3) 長曽我部まどか，猪瀨紋花，小川宏樹：郊外居住者を対象としたまちなか居住推進に関す

る研究－和歌山市を事例として－，第 68 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集，IV-26 

(CD-R), 2016.05 
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4) 能登俊平，西田拓矢，小川宏樹，長曽我部まどか：多核型都市構造の地域核の立地条件と

空間構造 多核型都市構造の地域核に関する研究 その 2，日本建築学会学術講演梗概集，

2015 年度大会（関東）F-1 分冊，2015.09 

5) 西田拓矢，能登俊平，小川宏樹，長曽我部まどか：多核型都市構造の地域核および周辺エ

リアの人口動態 多核型都市構造の地域核に関する研究 その 1，日本建築学会学術講演梗

概集，2015 年度大会（関東）F-1 分冊，2015.09 

6) 山崎和人，赤塚直人，小川宏樹，長曽我部まどか：建築協定による住環境整備が土地利用

変化に及ぼす影響 大都市圏外縁部の郊外住宅団地の土地利用に関する研究 その 2，日本

建築学会学術講演梗概集，2015 年度大会（関東）F-1 分冊，2015.09 

7) 赤塚直人，山崎和人，小川宏樹，長曽我部まどか：立地条件や開発時期の違いによる郊外

住宅団地の人口動態と土地利用変化 大都市圏外縁部の郊外住宅団地の土地利用に関する

研究 その 1，日本建築学会学術講演梗概集，2015 年度大会（関東）F-1 分冊，2015.09 

8) 山崎和人，小川宏樹，長曽我部まどか：人口減少期における大阪圏外縁部に位置する郊外

住宅団地の土地利用に関する研究，日本建築学会近畿支部研究報告集，第 55 号，2015.06 

9) 赤塚直人，小川宏樹，長曽我部まどか：歴史的景観地区における空き家活用支援サービス

の有効性に関する研究～富田林寺内町における事例～，日本建築学会近畿支部研究報告集，

第 55 号，2015.06 

10) 西田拓矢，小川宏樹，長曽我部まどか：まちづくりへの活用を目的とした都市災害危険度

判定方法に関する研究，日本建築学会近畿支部研究報告集，第 55 号，2015.06 

11) 能登俊平，小川宏樹，長曽我部まどか：地方都市における多核型都市構造の地域核の立地

条件に関する研究～和歌山市を事例にして～，日本建築学会近畿支部研究報告集，第 55 号，

2015.06 

12) 長曽我部まどか，津口裕己乃，榊原弘之，中山貴喜，峰翔太，神谷大介，宮国敏秋，山中

亮：コミュニティ防災計画におけるワークショップ討議分析，土木計画学研究・講演集

vol.51(301)(CD-R), 2015.06 

13) 中山貴喜，神谷大介，長曽我部まどか，榊原弘之，山中亮，宮国敏秋，峰翔太，辻本真希：

地区防災力向上のためのワークショップとその効果に関する考察，土木計画学研究・講演

集 vol.51(300)(CD-R), 2015.06 

14) 長曽我部まどか，津口裕己乃，榊原弘之，中山貴喜，神谷大介，山中亮：コミュニティに

おける防災ワークショップの発話分析，第 67 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集

(IV-33) (CD-R), 2015.05 

15) 長曽我部まどか，武吉弘樹，榊原弘之：コミュニティのガバナンスにおける社会的文脈の

遷 移 過 程 に 関 す る 研 究― 自 転 車 交 通 問 題 を 例と し て ― ， 土 木 計 画 学研 究 ・ 講 演集

vol.50(201)(CD-R), 2014.11 

16) 榊原弘之，長曽我部まどか，松野利哉：低炭素まちづくりに向けた公共交通政策策定にお

ける討議プロセスの導入について，第 22 回地球環境シンポジウム講演集，pp.21-26, 2014.09 
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17) 中山貴喜，神谷大介，長曽我部まどか，榊原弘之，山中亮，宮国敏秋：地区防災計画策定

のための住民ワークショップの取り組みとその考察―国頭村与那区を対象として―，土木

計画学研究・講演集 vol.49(269)(CD-R) , 2014.06 

18) 山中亮，宮国敏秋，神谷大介，中山貴喜，榊原弘之，長曽我部まどか：地域防災計画の見

直しにおける事前危険度評価の取り組み，土木計画学研究・講演集 vol.49(267)(CD-R) , 

2014.06 

19) 長曽我部まどか，松野利哉，榊原弘之：市民参加型計画における計画プロセスのマネジメ

ントに関する研究，土木計画学研究・講演集 vol.49(138), 2014.11 

20) 武吉弘樹，長曽我部まどか，榊原弘之：地域計画における社会的文脈の遷移過程に関する

研究－自転車交通を事例として－，第 66 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集(IV-12) 

(CD-R), 2014.05 

21) 松野利哉，長曽我部まどか，榊原弘之：議論の再構成の評価を目的とした市民参加プロセ

スの討議分析，第 66 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集(IV-11) (CD-R), 2014.05 

22) 榊原弘之，長曽我部まどか，梅田駿：合意形成過程における社会的文脈の寄与に関する基

礎的研究，土木計画学研究・講演集 vol.47(289) (CD-R), 2013.06 

23) 梅田駿，長曽我部まどか，榊原弘之：ワークショップ討議に対する質的評価の有効性に関

する研究，第 65 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集(IV-11) (CD-R), 2013.05 

24) 長曽我部まどか，湯浅将広，榊原弘之：ワークショップ討議の質的評価に関する研究，土

木計画学研究・講演集 vol.45(144) (CD-R), 2012.06 

25) 長曽我部まどか，湯浅将広，榊原弘之：ワークショップ討議内容の社会的受容性評価手法

に関する研究，第 64 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集(IV-17) (CD-R), 2012.05 

26) 長曽我部まどか，湯浅将広，榊原弘之：社会的受容性・独自性の観点からのワークショッ

プ討議の質的評価に関する研究，土木計画学研究・講演集 vol.44(P51) (CD-R), 2011.11 

27) 榊原弘之，長曽我部まどか：テキスト分析を通じたワークショップ討議の評価手法に関す

る研究，土木計画学研究・講演集 vol.42(15) (CD-R), 2010.11 

28) 榊原弘之，長曽我部まどか，宮地岳志，西村智明：市民参加型計画策定における協議過程

のテキスト分析，土木計画学研究・講演集 vol.41(169) (CD-R), 2010.06 

29) 長曽我部まどか，榊原弘之，宮地岳志，西村智明：テキストマイニングに基づいた参加型

計画プロセスの分析，第 62 回土木学会中国支部研究発表会発表概要集(IV-25) (CD-R), 

2010.05 

 

4. 地域貢献 

[委員など] 

1) 宇部市 地域公共交通会議，委員，2012.8.～2014.8. 

2) 宇部市 公共交通のあり方検討協議会，委員，2013.3.～2014.3. 
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3) 宇部市 スマート通勤を考える会，ファシリテーター，2013.2.23 

4) 国頭村 防災ワークショップ，ファシリテーター，2013～ 

5) 鳥取大学 とり 2×めいじ さんかくカレッジ「とっとりのはたらきかた」，ワークショップ，

コーディネーター，2017.1.28 

6) 鳥取市 中心市街地居住促進事業 空き家活用アイデアワークショップ，コーディネーター，

ワークショップ，2017.3.25 

 

5. 外部資金 

1) 平成 28 年度～，基盤研究(B)，環境に関する情報と政策的課題の対称性を担保する仕組み

としての意思決定支援システム，分担 

2) 平成 28 年度～，基盤研究(Ｃ)，地方都市における立地適正化計画策定のための市街地集約

拠点の配置モデルの提案，分担 

3) 平成 28 年度，地域志向教育研究（A），鳥取大学，代表，234 千円 

 

以上 


